
問  

　

本
市
の
公
文
書
の
保
存

や
廃
棄
の
実
態
は
適
切
に

処
理
さ
れ
て
い
る
か
。

　

九
州
の
あ
る
自
治
体

で
、
保
存
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
平
成
の
合

併
時
の
大
事
な
史
料
が
廃

棄
さ
れ
て
い
た
と
い
う
実

態
が
報
道
さ
れ
た
が
、
本

市
に
は
そ
の
よ
う
な
事
例

は
な
い
か
。

答  

　

旧
市
・
村
の
合
併
の
資

料
に
つ
い
て
は
、
当
市
の

文
書
取
扱
規
定
に
よ
り
永

久
保
存
に
分
類
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
大
切
に
保
管
し

て
お
り
、
廃
棄
し
て
い
る

事
例
は
な
い
。
合
併
に
係

る
一
連
の
事
務
処
理
関
係

の
簿
冊
約
３
０
０
冊
や
、

「
新
遠
野
市
誕
生　

遠
野

市
・
宮
守
村
合
併
の
記
録
」

と
い
う
冊
子
も
作
成
し
、

後
世
に
残
す
貴
重
な
資
料

と
し
て
、
昨
年
度
旧
法
務

局
の
建
物
を
買
収
し
て
設

置
し
た
行
政
文
書
館
に
保

存
し
て
い
る
。

　

こ
の
行
政
文
書
館
に

は
、
非
常
勤
職
員
の
行
政

文
書
調
査
研
究
員
１
名

と
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業

を
活
用
し
た
臨
時
職
員
１

名
を
配
置
し
、
全
壊
し
た

庁
舎
中
央
館
４
階
の
書
庫

や
旧
家
畜
保
健
所
の
書
庫

に
保
存
し
て
い
た
行
政
文

書
を
移
管
し
て
作
業
を
行

っ
て
い
る
が
、
整
理
・
保

存
・
保
管
・
公
開
の
仕
組

み
を
確
立
し
、
天
草
市
の

取
り
組
み
な
ど
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
適
正
な
保
存

管
理
体
制
の
一
層
の
充
実

に
努
め
て
い
く
。

問  

　

市
内
に
は
幼
児
や
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
、
安
心

し
て
ゆ
っ
く
り
と
遊
ぶ
こ

と
の
で
き
る
公
園
が
少
な

い
。
自
然
に
恵
ま
れ
た
本

市
に
お
い
て
、
そ
の
特
性

や
自
然
条
件
を
生
か
し
、

県
立
花
巻
広
域
公
園
の
縮

小
版
の
よ
う
な
、
交
流
人

口
の
拡
大
や
子
育
て
支
援

の
環
境
整
備
に
も
つ
な
が

る｢

こ
ど
も
自
然
公
園｣

の
整
備
の
必
要
性
は
な
い

か
。答  

　

市
内
の
公
園
は
、
都
市

公
園
法
に
規
定
す
る
都
市

公
園
と
し
て
の
遠
野
運
動

公
園
な
ど
の
３
カ
所
、
街

区
公
園
５
カ
所
や
農
村
公

園
等
を
整
備
し
て
、
市
民

に
安
全
で
安
心
し
て
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
管
理

運
営
に
努
め
て
い
る
。

　

提
案
の
あ
っ
た
既
存
の

地
域
資
源
に
併
設
す
る
よ

う
な
形
で
の
公
園
整
備
に

つ
い
て
は
、
高
速
道
路
や

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が

進
む
中
、
今
あ
る
も
の
に

新
た
な
役
割
を
組
み
込

み
、
遠
野
に
行
け
ば
大
人

も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
と

い
う
場
所
を
作
っ
て
行
く

こ
と
は
大
事
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
。

問  

　

農
業
振
興
に
お
け
る
循

環
型
農
業
や
有
機
農
業
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

伺
う
。

答  

　

当
市
の
農
業
生
産
体
系

は
、
コ
メ
や
野
菜
、
工
芸

作
物
の
耕
種
と
、
和
牛
の

繁
殖
・
肥
育
や
酪
農
の
畜

産
と
の
複
合
経
営
が
多
い

が
、
耕
種
農
家
と
畜
産
農

家
が
連
携
し
た
、
有
機
堆

肥
と
牧
草
や
稲
わ
ら
の
相

互
供
給
・
利
用
も
行
わ
れ

て
い
る
。
タ
フ
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
け
る
耕
畜
連
携
を
柱

に
据
え
た
循
環
型
農
業
の

推
進
は
、
大
切
で
あ
り
力

を
入
れ
て
い
く
。

　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
最
大

処
理
量
は
年
間
４
，０
０
０

ｔ
で
あ
り
、
現
在
は
90
％

の
稼
働
率
で
あ
る
。
今
後

大
型
肥
育
牧
場
や
、
キ
ャ

ト
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
排

泄
物
処
理
が
課
題
と
な

る
。
現
在
の
処
理
能
力
で

は
間
に
合
わ
な
い
た
め
、

別
な
処
理
方
法
を
考
え
た

い
。
ま
た
、
堆
肥
の
品
質

管
理
上
、
人
員
配
置
に
つ

い
て
も
マ
ン
パ
ワ
ー
と
し

て
の
常
勤
職
員
の
確
保
が

課
題
で
あ
り
、
ミ
ス
マ
ッ

チ
に
な
ら
な
い
よ
う
解
決

策
を
探
る
。
更
に
、
今
後

の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
や
キ
ャ

ト
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管

理
も
畜
産
公
社
に
指
定
管

理
と
い
う
こ
と
も
含
め
て

雇
用
や
若
者
定
着
と
い
う

観
点
か
ら
も
検
討
の
対
象

と
な
る
。
堆
肥

セ
ン
タ
ー
の
堆

肥
利
用
に
よ
る

有
機
農
業
に
つ

い
て
も
、
有
機

農
業
推
進
法
に

則
り
、
実
証
田

の
結
果
も
踏
ま

え
て
、
市
で
も

取
り
組
ん
で
い

る
。
遠
野
あ
ぐ

り
ス
ク
ー
ル
に

お
い
て
、
減
農

薬
、
減
化
学
肥

料
栽
培
に
よ
る

生
産
及
び
ぼ
か

し
肥
料
の
作
り

方
の
講
習
を
開

催
し
た
。ま
た
、

環
境
保
全
型
農

業
直
接
交
付
金

制
度
を
導
入

し
、
２
名
の
農

業
者
が
そ
の
制

度
を
利
用
し
有

機
農
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
情

報
等
を
丁
寧
に
発
信
し
、

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

市
内
に
は
、
こ
だ
わ
り
の

農
業
生
産
に
取
り
組
む
農

業
者
等
が
あ
り
ま
す
。
自

ら
工
夫
し
行
動
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
う
。
有
機

農
業
に
お
け
る
農
産
物
の

差
別
化
に
よ
る
収
入
増
が

図
れ
る
な
ら
ば
、過
疎
化
、

高
齢
化
、
が
徐
々
に
解
消

さ
れ
後
継
者
も
育
つ
と
思

わ
れ
る
。
今
後
、
タ
フ
ビ

ジ
ョ
ン
に
従
い
有
機
農
業

を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
。

公文書の保存や廃棄の
実態は

有
機
農
業
の
推
進
と
支
援
を

強
く
ア
ピ
ー
ル

瀧本　孝一 議員
（新興会）

荒川　栄悦  議員
（清風会）

一括質問方式 一問一答方式

こども自然公園の
整備の必要性は

農
業
振
興
に
お
け
る
循
環
型
農
業
や

有
機
農
業
の
今
後
の
あ
り
方
は

【その他の質問】
◆ SLプロジェクトについて
◆駅前通りの整備について

新年から稼働する大野平キャトルセンター

後世に歴史をつなげる公文書が保存・管理されている遠野市行政文書館

15 14とおの議会だより とおの議会だより

市政を問う 市政を問う
（文責本人） （文責本人）


